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7 治療に難渋した LOH 症候群に対して
     漢方薬投与が奏功した 1 例
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8 LOH症候群の諸症状に対する
    補中益気湯の治療効果の検討

藤田　直之
藤田クリニック

〔目的〕LOH症候群に対する第一選択はテストステロン補充療法
（TRT）であるが、TRT適応外やTRT希望のない患者に対し漢方
治療が行われることも多い。今回、当院にてLOH症候群と診断さ
れ補中益気湯による治療を受けた14例につき検討した。
〔方法〕Aging Male’s Symptoms(AMS)スコア、遊離テストステロ
ン値にて診断を行い、AMSスコア、遊離テストステロン値にて治療
評価を行った。
〔結果〕平均年齢は53 . 6歳、治療前AMSスコアの平均値は
47.4±10.9、治療前平均遊離テストステロン値は6.3±2.0pg/mlだっ
た。治療後AMSスコアの平均値は43.1±13.5（P=0.39）、治療後平
均遊離テストステロン値は8.8±1.8pg/mlと有意に上昇を認めた
（P<0.01）。肝機能障害などの副作用は認めなかった。AMSスコア
改善例を有効例とすると、有効例9例（64%）、無効例5例(36%)だっ
た。有効例のうちAMSスコア症状別に検討すると、身体症状、性
機能症状は治療前後で差は認めなかったが、精神症状は治療前
平均値14.4±4.5から治療後平均値10.0±5.4と有意に低下を認め
ていた（P<0.01）。
〔結論〕LOH症候群に対する補中益気湯による治療は64％で有効
であり、テストステロン値の上昇を認めた。有効例ではAMSスコア
のうち精神症状が有意に低下を認めていた。ART適応外の患者
に対し補中益気湯単独治療は有効であり、特に精神症状に効果
がある可能性が示唆された。

加齢男性性線機能低下（Late-Onset Hypogonadism : LOH）症
候群は、主として加齢またはストレスに伴うテストステロン値の低
下により全身倦怠感、性欲低下、筋力低下、不眠、イライラなど多岐
にわたる症状を呈する症候群である。診断は臨床症状とテストステ
ロン値によって判断される。治療はテストステロン補充療法
（Testosterone Replacement Therapy : TRT）が中心になるが、
TRTが禁忌である場合、適応とならない場合や効果が不十分な
場合に漢方治療薬が検討される。
今回我々はTRTにて十分な効果が得られなかったLOH症候群に
対して漢方治療薬が奏功した1例を経験したので報告する。
症例は52歳男性。X－４年にうつ、イライラ感等の症状が出現し近
医にてLOH症候群と診断されTRTが開始されていた。葛根湯と
五苓散を併用されたが効果不十分のためX年に当院へ紹介となっ
た。当院初診時の主な症状として落胆感、ほてり、関節・筋肉症状
を認めた。舌診にて瘀血、腹診では心下痞硬、胸脇苦満、小腹不仁
を認めた。また熱証、気虚の状態であった。熱証であったため黄連
解毒湯を開始したところほてりが著名に改善した。続いて関節・筋
肉症状に対して治打撲一方を開始し症状は著名に改善、非常に高
い満足感を得られた。


